
岡
県

藤
本
こ
の
み
▼
熊
本
県

梅
木
雪
乃

九
州
労
金
労
組
熊
本
駅

前
分
会
▼
宮
崎
県

美
郷
町
立
北
郷
図
書
館
▼
鹿
児
島
県

小
橋
▼
後

藤
明
子

森
内
悦
子
▼
無
記
名
＝

件

8
月
21
日
か
ら
9
月
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

▼
北
海
道

舘
岡
隆
・
直
人
▼
宮
城

県

品
川
好
恵
▼
秋
田
県

鈴
木
薫

▼
栃
木
県

Ａ
Ｓ
Ａ
鹿
沼
東
部
▼
埼

玉
県

荻
原
か
お
る

Ａ
Ｓ
Ａ
戸
田
東
部

由
本
正
子

青
木
宏
之

松
田
進

橋
本
真
由
美
▼
千
葉
県

武
井
友
実

花
嶋
純
代

山
本
友

子

木
村
文
子

桑
原
友
美
▼
東
京
都

佐
藤
精
二

野
沢
け
さ
子

大
隈
利
恵
子

協
同
組
合
日
本
俳
優
連
合

中
村
栄
子

五
十
嵐
さ
と

み

水
ｉ
ｎ
ｇ
株
式
会
社

医
療
法
人
社
団
伸
心
会

ヤ
マ
ト
運
輸
労

働
組
合
西
東
京
支
部

寺
田
真
人

瓜
谷
静
子

須
永
杏
子

立
正
佼

成
会
練
馬
教
会
婦
人
部
▼
神
奈
川
県

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山
手
台
保
育
園
ア
ル

ク

尺
英
也

柴
田
茉
依

東
芝
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
▼
新

潟
県

柄
澤
真
由
美

佐
野
節
子
▼
山
梨
県

松
本
泰
子

荻
原
和
華

子
▼
長
野
県

金
子
直
子
▼
静
岡
県

吉
川
幸
子
▼
愛
知
県

朝
日
新

聞
名
古
屋
本
社
編
集
サ
ポ
ー
ト
課

安
藤
雅
彦

小
野
敬
子

山
根
美

穂

梶
原
和
美

ペ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ｂ
ｂ

新
三
商
事
株
式
会
社

日
本

ユ
ネ
ス
コ
学
生
連
盟

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
労
働
組
合
中
部
圏
営
業
部
▼
三

重
県

加
藤
卓

阪
口
敏
子

藤
田
拓
也
▼
大
阪
府

川
村
早
苗

大

西
祐
子

中
野
要

岡
本
忠
子

猫
石
直
子

マ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
株

式
会
社
関
西
本
部

井
上
み
な
え

協
和
発
酵
キ
リ
ン
株
式
会
社
▼
兵

庫
県

今
西
正
樹

大
道
雅
子

岡
野

石
黒
琢
一
郎
▼
奈
良
県

堀

田
幸
代

小
川
博
正
▼
岡
山
県

鳥
越
多
美
子
▼
広
島
県

中
国
労
働

金
庫
労
働
組
合
▼
香
川
県

新
田
喜
代
美
▼
長
崎
県

久
保
山
繁
樹

長
崎
東
中
学
校
▼
大
分
県

石
堂
泰
史
▼
鹿
児
島
県

株
式
会
社
て
ま

ひ
ま
堂

追
立
む
つ
子
▼
天
満
屋
ス
ト
ア
労
働
組
合
ハ
ピ
ー
マ
ー
ト
支

部

松
本
周
子
▼
無
記
名
＝

件

県

一
般
社
団
法
人
名
古
屋
朝
日
会

岡
田
梨
絵
子

株
式
会
社
朝
日

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
名
古
屋
教
室

カ
ト
リ
ッ
ク
守
山
教
会

後
藤

五
輪
美

角
谷
理
恵

西
田
あ
い
か
▼
三
重
県

阪
口
敏
子

山
森
房

子
▼
大
阪
府

江
頭
恵
美
子

阪
口
春
美

澤
野
章

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生

命
保
険
株
式
会
社
な
ん
ば
支
社

袖
山
多
賀
子

谷
野
恵
子

猫
石
直

子

溝
口
し
げ
み
▼
兵
庫
県

工
藤
豊
子

萩
野
智
子

阪
神
医
療
生

活
協
同
組
合
▼
和
歌
山
県

須
佐
見
陽
子

堀
内
く
み
▼
岡
山
県

村

田
浩
子
▼
愛
媛
県

菊
池
美
紀

四
国
中
央
市
立
新
宮
公
民
館
▼
福
岡

県

坂
本
み
ど
り

田
中
千
晴

副
島
亜
樹
▼
長
崎
県

久
保
山
繁
樹

▼
大
分
県

上
坂
美
智
代

姫
野
宗
一
郎
▼
九
州
労
働
金
庫
古
賀
支
店

ま
つ
お
▼
無
記
名
＝

件
●
一
般
寄
付

香
川
県
宇
多
津
町

湖
崎

清
治

１
千
円

無
記
名


万
円

8
月
21
日
か
ら
9
月
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

▼
北
海
道

千
葉
ま
ゆ
み

園
田
由

美
子

美
唄
消
費
者
協
会

村
山
量

平
▼
青
森
県

名
久
井
貴
子
▼
山
形

県

新
保
順
子
▼
埼
玉
県

保
田
幸
代

織
田
静
香

門
岡
則
子

Ｊ

Ｕ
東
京
▼
千
葉
県

関
田
元
子

伊
藤
富
貴
子

新
井
敦
子
▼
東
京
都

佐
藤
和
恵

田
中
寛
子

富
士
通
ビ
ー
・
エ
ス
・
シ
ー
労
働
組
合

川
上
暁
子

住
友
不
動
産
建
物
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

田
中
典
子

日

本
基
督
教
団
小
金
井
緑
町
教
会

平
沼
美
穂

本
田
裕
美
子

皆
川
幸

生

伊
藤
千
鶴
子

今
吉
和
彦

協
和
発
酵
キ
リ
ン
労
働
組
合
医
薬
本

社
支
部

三
尾
珠
加

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ト
ラ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
総

務
部
有
志
一
同

Ｊ
Ｙ
Ｊ
へ
の
愛
を
さ
さ
や
く
▼
神
奈
川
県

Ａ
Ｓ
Ａ

二
俣
川

尾
野
希
已
子

全
富
士
通
労
働
組
合
連
合
会

柿
沼
恵
子

金
子
房
夫

長
谷
川
優
子

尾
崎
直
美

能
登

坂
巻
順
子

全
富
士

通
労
働
組
合
連
合
会

正
岡

加
藤
美
和

髙
橋
俊
昭
▼
新
潟
県

苅

部
真
弓
▼
山
梨
県

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ン
チ
な
ご
や
か

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
荘
▼
長
野
県

伊
藤
伸
子
▼
岐
阜
県

立
正

佼
成
会
中
津
川
教
会
多
治
見
支
部
▼
静
岡
県

大
久
保
真
里
▼
愛
知
県

新
田
一
深

仲
田
真
紀
▼
三
重
県

東
員
第
二
中
学
校
▼
京
都
府

三
宅
英
子
▼
大
阪
府

大
阪
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
御
殿
山

東
大
阪
市
役
所

上
枝
美
弥
子

ア
ズ
ビ
ル
株
式
会
社

ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
関
西
支
社
▼
兵
庫
県

山
本
淳
一
郎
▼
奈
良
県

宮
崎
新
嗣
▼
愛
媛
県

ベ
ル
ボ
ラ
愛
媛
▼
福

県

Ｍ
・
Ｙ

石
井
良
子

柏
木
イ
ク
子

菅
田
由
果

関
田
元
子

深
堀
り
つ
子

福
島
位
枝

柳
川
き
み
よ
▼
東
京
都

Ｊ
Ｙ
Ｊ
へ
の
愛

を
さ
さ
や
く

荒
川
区
立
第
一
中
学
校

イ
オ
ン
銀
行
従
業
員
組
合

伊
藤
暢
章

オ
ー
プ
ン
テ
キ
ス
ト
株
式
会
社

株
式
会
社
岡
村
製
作
所

河
瀬
弘
子

北
野
陽
子

小
泉
泰
子

公
益
社
団
法
人
日
本
訪
問
販

売
協
会

小
松
鋭
之

住
友
不
動
産
建
物
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

多
摩

南
部
朝
日
会

東
通
産
業
株
式
会
社

中
村
美
央

日
本
基
督
教
団
小

金
井
緑
町
教
会

蛭
田
朋
子

福
田
秀
子

河
西
ひ
ろ
み
▼
神
奈
川
県

Ａ
Ｓ
Ａ
二
俣
川

Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ

伊
東
孝
子

金
田
由
起
子

桜
井
朋
江

新
村
美
津
子

の
あ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

能
藤
由
貴

牧
田
知
与
▼
石
川
県

畑
上
麻
保
▼
長
野
県

二
木
恵

美
子

平
林
純
▼
岐
阜
県

岐
阜
県
Ｊ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会

社
▼
静
岡
県

全
矢
崎
化
工
労
働
組
合

匿
名
希
望
▼
愛
知
県

鈴
木

洋
子

長
江
政
則
▼
京
都
府

京
都
府
立
中
丹
支
援
学
校
生
徒
会

西

尾
知
江
子

八
里
伊
津
美

加
藤
紅
花
▼
大
阪
府

一
村
産
業
株
式
会

社

奥
田
立
子

東
大
阪
市
役
所

溝
川
貴
志
▼
奈
良
県

サ
ー
ク
ル

べ
る
ち
ゃ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

宮
崎
新
嗣
▼
岡
山
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
玉

島
た
ん
ぽ
ぽ
▼
山
口
県

有
井
尚
輝
▼
福
岡
県

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ

Ｎ

安
楽
く
る
み

石
川
順
子

古
賀
幸
枝
▼
大
分
県

衛
藤
あ
や
子

▼
鹿
児
島
県

小
倉
美
由
喜

畠
中
房
子
▼
沖
縄
県

沖
縄
県
労
働
金

庫
労
働
組
合
▼
無
記
名
＝

件

７
月
21
日
か
ら
8
月
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

▼
北
海
道

舘
岡
隆
・
直
人

ト
ヨ

タ
自
動
車
北
海
道
株
式
会
社

髙
橋

明
美
▼
宮
城
県

小
林
洋
子

丹
治

美
佳
▼
茨
城
県

鈴
木
詠
子
▼
埼
玉
県

雷
坂
恵
子

関
原
敬
生

薮

陽
一
▼
千
葉
県

土
田
節
子

安
井
里
美
▼
東
京
都

飯
塚
美
友

榎

本
麗
子

エ
ル
ゼ
ビ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

オ
ー
プ
ン
テ
キ
ス
ト

株
式
会
社

小
沢
妙
子

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・
ス
タ
ッ
フ

木

村
え
り
子

酒
井
泰
子

佐
藤
正
子

杉
浦
信
子

全
国
東
芝
ス
ト
ア

ー
２
０
１
５
夏
東
芝
フ
ェ
ア
ご
来
場
の
皆
様

髙
梨
由
佳

寺
田
悦
代

寺
田
真
人

野
口
早
苗

松
﨑
慶
子

丸
山
哲
子

立
正
佼
成
会
練

馬
教
会
▼
神
奈
川
県

Ａ
Ｓ
Ａ
平
塚
南
部

加
藤
祥
子

佐
藤
圭
介

佐
藤
信
隆
▼
石
川
県

山
下
由
久
栄
▼
長
野
県

塚
田
康
子
▼
岐
阜
県

朝
日
新
聞
岐
阜
総
局

北
川
幸
子
▼
静
岡
県

庄
子
美
知
子
▼
愛
知

銀
行
東
谷
山
支
店

宮
田
内
科

や
き
と
り
騎
車
場

弥
助
寿
司

宿

里
多
智
子

吉
野
寺
▼
立
正
佼
成
会
熊
本
教
会
天
草
道
場
青
年
・
学
生

部
▼
無
記
名
＝

件

６
月
21
日
か
ら
７
月
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

▼
北
海
道

舘
岡
隆
・
直
人
▼
宮
城

県

丹
治
美
佳
▼
秋
田
県

髙
橋
美

智
子
▼
茨
城
県

安
藤
梨
沙

髙
津

圭
子
▼
群
馬
県

野
村
栄
作
▼
埼
玉
県

Ａ
Ｓ
Ａ
川
口
北
部

大
嶋
明

美

竹
内
寿
治
▼
千
葉
県

小
島
信
浩

小
関
享
子

小
松
正
幸

小

山
ひ
と
み

松
丸
り
つ
子
▼
東
京
都

生
澤
英
彦

井
上
一
郎

岡
﨑

ゆ
か
り

小
野
明
美

麹
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
委
員
会

篠
田
深
才

須
永
雄
斗

永
田
利
恵
子

丹
羽
祥
子

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
労
働
組
合
東
日
本
総
合
支
部

松
永
裕
子

水
田
康
平

村
上
新

村
上
史
子

矢
野
順
子
▼
神
奈
川
県

株
式
会
社
朝
日
ト

ラ
イ
ズ
Ａ
Ｓ
Ａ
平
塚
豊
田
▼
山
梨
県

松
本
泰
子

山
梨
中
央
銀
行
職

員
組
合
▼
長
野
県

塚
田
康
子
▼
岐
阜
県

河
合
雅
也
▼
愛
知
県

奥

村
裕
子

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｂ
Ａ
西
日
本
東
海
支
店

岸
希
代
美

佐

々
木
光
治

新
海
の
ぞ
み

ト
ヨ
タ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式
会
社
オ
ー
ソ

リ
セ
ン
タ
ー
オ
ー
ソ
リ
Ｇ

長
江
三
奈
子
▼
三
重
県

阪
口
敏
子

藤

井
智
菜
深
▼
滋
賀
県

大
澤
凛
▼
京
都
府

照
喜
納
弘
美
▼
大
阪
府

大
石
孝
治

大
西
祐
子

乙
重
育
代

株
式
会
社
テ
ィ
ー
ア
イ

株
式

会
社
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
大
阪
社
会
貢
献
委
員
会

白
井
千
鶴

猫

石
直
子

松
本
由
美
子

三
菱
電
機
株
式
会
社
関
西
支
社

安
永
恒
子

▼
兵
庫
県

石
黒
琢
一
郎

今
西
正
樹

福
田
登
三
枝
▼
奈
良
県

植

田
▼
広
島
県

竹
原
万
琴

吉
田
夕
岐
子
▼
徳
島
県

松
原
沙
織
▼
福

岡
県

Ｊ
Ｒ
九
州
ユ
ニ
オ
ン

橋
本
奈
津
▼
長
崎
県

久
保
山
繁
樹
▼

大
分
県

石
堂
泰
史
▼
宮
崎
県

甲
斐
裕
子
▼
無
記
名
＝

件

７
月
21
日
か
ら
８
月
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

▼
北
海
道

岸
本
裕
美
恵

日
本
生

命
保
険
相
互
会
社
札
幌
支
社

美
唄

消
費
者
協
会

北
海
道
小
樽
潮
陵
高

等
学
校
す
け
っ
と
同
好
会
▼
岩
手
県

小
菅
慶
美

山
影
則
子
▼
茨
城

県

鈴
木
詠
子
▼
栃
木
県

早
乙
女
恵
子
▼
群
馬
県

斉
藤
春
実
▼
埼

玉
県

市
川
直
美

航
空
自
衛
隊
熊
谷
基
地
准
曹
会

福
田
美
和
子

藤
田
富
士
子

藤
本
晃
子

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ブ
ル
ー
ベ
ル
▼
千
葉

６
月
21
日
か
ら
７
月
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

▼
北
海
道

美
唄
消
費
者
協
会
▼
青

森
県

航
空
自
衛
隊
連
合
准
曹
会
東

北
町
支
部
▼
岩
手
県

佐
々
木
敏
見

▼
宮
城
県

髙
橋

レ
ン
ド
リ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
テ
レ
コ
ム

１
部
東
北
グ
ル
ー
プ
▼
茨
城
県

高
橋
美
加

有
限
会
社
井
上
商
事
▼

栃
木
県

鈴
木
め
ぐ
み
▼
埼
玉
県

Ａ
Ｓ
Ａ
川
越
南
部

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
ユ
ニ
オ
ン

航
空
自
衛
隊
熊
谷
基
地
准
曹
会

コ
ー
プ
み
ら

い
東
岩
槻
店
▼
千
葉
県

斉
藤
章
子

関
田
元
子

芳
野
増
子
▼
東
京

都

Ｊ
Ｙ
Ｊ
へ
の
愛
を
さ
さ
や
く

伊
地
知
仁
子

猪
野
雅
太
郎

株

式
会
社
石
井
商
店

甲
斐
政
江

カ
ト
リ
ッ
ク
成
城
教
会
有
志

久
保

光
枝

新
東
京
郵
便
局
有
志
一
同

住
友
不
動
産
建
物
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社

高
野
優
子

多
摩
南
部
朝
日
会

土
屋
恵
美
子

西
川
久
恵

日
本
基
督
教
団
小
金
井
緑
町
教
会

横
田
寛
子

渡
邉
豊
▼
神
奈
川
県

柿
沼
恵
子

小
出
地
区
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会

安
彦
泰
進

渡

会
恵
▼
新
潟
県

匿
名
希
望
▼
富
山
県

山
上
傑
・
陽
・
協
▼
静
岡
県

岡
田
典
子
・
奈
己

田
中
里
枝
▼
愛
知
県

飛
鳥
村
収
集
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
結
の
会

金
山
保
育
園

園
木
み
ち
子

ブ
ラ
ザ
ー
工

業
株
式
会
社
▼
三
重
県

藤
原
あ
づ
さ
▼
大
阪
府

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
関
西
支
社
▼
山
口
県

福
田
裕
子
▼
福
岡
県

加
藤
和
代

八

津
田
小
読
み
き
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
▼
大
分
県

朝
日

新
聞
大
分
販
売
株
式
会
社
▼
鹿
児
島
県

石
川
妙
子

市
成
節
子

落

由
紀

大
口
酒
造
株
式
会
社

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
鹿
児
島
県
連
盟

か

ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

鹿
児
島
天
文
館
総
合
研
究
所
Ｔ
ｅ
ｎ
－

Ｌ
ａ
ｂ

か
ご
し
ま
ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
推
進
の
会

鹿
児
島
市
立
吉
野

小
学
校

カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
が
っ
て
ん

鎌
田
智
子

県
立
吉
野

公
園
管
理
事
務
所

こ
う
え
ん
薬
局

坂
本
順
子

さ
つ
ま
町
立
山
崎

小
学
校

高
崎
順
子

西
本
願
寺
鹿
児
島
別
院

日
本
生
命
鹿
児
島
支

社

野
下
ひ
と
み

肥
後
病
院

ホ
テ
ル
霧
島
キ
ャ
ッ
ス
ル

南
日
本

イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
『
ト
ム
は
真
夜

中
の
庭
で
』
を
読
ん
だ
か
ら
で
し
た
。
そ
の

母
は
新
聞
記
者
で
、
タ
ン
ム
ー
が
家
で
一
人

に
な
る
時
は
門
に
鍵
を
か
け
て
い
き
ま
す
。

父
親
が
弁
護
士
で
誰
か
の
恨
み
を
か
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ず
、
危
な
い
と
い
う
の
で
す
。

あ
る
日
、
窓
か
ら
脱
出
し
た
タ
ン
ム
ー
は
、

ど
こ
か
の
家
で
「
夏
休
み
ま
で
に
タ
ン
ム
ー

を
殺
せ
」
と
命
じ
て
い
る
の
を
聞
い
て
し
ま

い
ま
す
。
あ
と
３
週
間
で
し
た
。
恐
い
一

方
ど
う
せ
殺
さ
れ
る
な
ら
と
そ
れ
ま
で
で

き
な
か
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
始
ま
り
ま
す
。

中
国
の
現
代
児
童
文
学
作
品
の
翻
訳
は
珍

し
い
の
で
す
が
、
ミ
ス
テ
リ
ー
仕
立
て
の
展

開
の
中
で
、
タ
ン
ム
ー
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や

タ
ン
ム
ー
が
知
り
合
い
に
な
る
船
上
生
活
の

子
ど
も
た
ち
の
日
常
が
、
生
き
生
き
と
描
き

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
高
学
年
向
き
、
１
４

０
０
円
＋
税
）

『
ア
ー
チ
ー
・
グ
リ
ー
ン
と
魔
法
図
書
館
の

謎
』
（
Ｄ
・
Ｄ
・
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
作
、
こ
だ

ま
と
も
こ
訳
、
あ
す
な
ろ
書
房
）

イ
ギ
リ
ス

の
小
さ
な
町

で
祖
母
と
暮

ら
す
ア
ー
チ

ー
の
12
歳
の

誕
生
日
に
、

小
包
が
届
き
ま
す
。
こ
れ
を
届
け
た
の
は
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
最
古
の
法
律
事
務
所
の
職
員

で
、
な
ん
と
４
０
０
年
も
前
に
預
け
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。
中
身
は
古
め
か
し
い
１
冊
の

本
。
こ
れ
に
は
指
示
書
が
つ
い
て
い
て
、
こ

の
本
を
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
古
書
店
に
届

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
す
。
戸

惑
う
ア
ー
チ
ー
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
す
ぐ

に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
向
か
う
こ
と
、
そ

し
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
住
む
ロ
レ
ッ
タ

お
ば
さ
ん
の
一
家
を
訪
ね
る
よ
う
に
命
じ
ま

す
。
ア
ー
チ
ー
に
は
、
そ
れ
ま
で
聞
い
た
こ

と
も
な
い
お
ば
さ
ん
の
名
で
し
た
。
実
は
、

ア
ー
チ
ー
の
家
系
は
、
古
代
か
ら
の
魔
法
の

悪
用
を
防
ぐ
た
め
の
魔
法
図
書
館
の
〈
炎
の

守
人
〉
の
一
族
だ
っ
た
の
で
す
。

い
さ
さ
か
安
易
な
説
明
に
な
り
ま
す
が
、

エ
ン
デ
の
『
果
て
し
な
い
物
語
』
と
『
ハ
リ

ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』
の
テ
イ
ス
ト
を
組
み
合
わ

せ
た
よ
う
な
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
魅
力
満
載

の
物
語
。
続
編
は
執
筆
中
と
い
う
こ
と
で
何

冊
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
楽
し
み
な

シ
リ
ー
ズ
の
発
刊
で
す
。

（
高
学
年
・
中
学
生
以
上
向
き
、
２
０
０

０
円
＋
税
）

の
美
舟
の
目
が
捉
え
た
、
大
人
た
ち
の
人
間

模
様
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

『
べ
ん
り
屋
、
寺
岡
の
夏
。
』
の
続
編
で
、

『
冬
』
『
春
』
も
続
刊
予
定
。
（
高
学
年
向

き
、
１
３
０
０
円
＋
税
）

『
岬
の
マ
ヨ
イ
ガ
』
（
柏
葉
幸
子
・
作
、
さ

い
と
う
ゆ
き
こ
・
絵
、
講
談
社
）

地
震
と
津

波
で
大
き
な

被
害
を
受
け

た
東
北
の
海

沿
い
の
町
、

狐
崎
。
こ
の

町
の
介
護
施

設
に
、
山
を
隔
て
た
遠
野
か
ら
入
所
す
る
た

め
に
や
っ
て
き
た
キ
ワ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
一

方
、
両
親
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
り
、
会
っ

た
こ
と
も
な
い
お
じ
さ
ん
に
引
き
取
ら
れ
る

た
め
に
、
狐
崎
に
や
っ
て
き
た
萌
花
。
駅
の

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
上
っ
て
か
ろ
う
じ
て
津

波
か
ら
逃
れ
た
萌
花
を
守
っ
て
く
れ
た
の

は
、
同
じ
列
車
に
乗
り
合
わ
せ
た
ゆ
り
え
で

し
た
。
ゆ
り
え
は
、
夫
の
暴
力
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
、
あ
て
も
な
く
東
北
ま
で
や
っ
て
き

た
の
で
し
た
。
こ
の
３
人
が
避
難
所
で
一
緒

に
な
り
、
キ
ワ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
な
ぜ
か

ゆ
り
え
と
萌
花
の
こ
と
を
、
自
分
を
訪
ね
て

き
た
嫁
と
孫
だ
と
い
い
ま
す
。
結
局
こ
の
３

人
は
家
族
と
し
て
扱
わ
れ
、
や
が
て
古
い
民

家
を
借
り
て
一
緒
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
正
体
不
明
な
と
こ
ろ
の
あ
る

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
と
て
も
頼
り
が
い

が
あ
り
、
昔
話
も
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
最

初
に
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
山
奥
で
迷
い
人

を
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
マ
ヨ
イ
ガ
の
話
で

し
た
。

こ
の
物
語
の
設
定
は
著
者
の
短
編
「
ブ
レ

ー
メ
ン
バ
ス
」
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
を
書
き
続
け
て
き
た
岩
手
県
在
住

の
著
者
が
、
日
本
の
伝
承
の
世
界
と
重
ね
な

が
ら
、
震
災
で
苦
し
む
人
た
ち
の
心
の
あ
り

よ
う
に
あ
た
た
か
く
迫
り
ま
す
。
（
高
学
年

・
中
学
生
以
上
向
き
、
１
５
０
０
円
＋
税
）

『
浮
き
橋
の
そ
ば
の
タ
ン
ム
ー
』
（
彭
学
軍

・
作
、
渡
辺
仙
州
・
訳
、
中
山
成
子
・
絵
、

ポ
プ
ラ
社
）

タ
ン
ム
ー

は
、
中
国
南

部
の
町
に
住

む
10
歳
の
少

年
。
そ
の
名

前

は

「

ト

ム
」
の
中
国
語
読
み
で
、
母
親
が
妊
娠
中
に

気
持
ち
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
知
っ
た

お
兄
ち
ゃ
ん
に
「
た
ぬ
き
が
く
る
よ
」
と
脅

か
さ
れ
る
の
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
怖
い
も
の

で
逆
襲
し
よ
う
と
考
え
る
わ
か
ば
。
空
想
と

現
実
が
い
り
ま
じ
っ
た
独
特
な
作
品
世
界

で
、
子
ど
も
な
ら
で
は
の
心
情
が
描
き
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
（
低
・
中
学
年
向
き
、
１
２

０
０
円
＋
税
）

『
お
ば
け
道
、
た
だ
い
ま
工
事
中
⁉
』
（
草

野
あ
き
こ
・
作
、
平
澤
朋
子
・
絵
、
岩
崎
書

店
）

夜
中
、
翔

太
は
見
知
ら

ぬ
女
の
子
に

起
こ
さ
れ
ま

す
。
サ
ト
と

名
乗
り
、
自

分
は
お
ば
け
で
、
お
ば
け
道
が
工
事
中
の

間
、
翔
太
の
部
屋
に
仮
の
道
を
通
し
て
ほ
し

い
と
い
う
の
で
す
。
お
ば
け
道
と
い
う
の

は
、
死
者
が
お
ば
け
界
に
行
く
た
め
の
道
だ

と
い
い
ま
す
。
無
理
矢
理
承
知
さ
せ
ら
れ
た

翔
太
、
次
の
深
夜
か
ら
、
暗
闇
に
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
が
差
し
込
ん
だ
よ
う
に
お
ば
け
道
が
現

れ
、
い
ろ
ん
な
人
が
通
っ
て
い
き
ま
す
。
と

こ
ろ
が
場
所
を
提
供
し
た
だ
け
の
は
ず
の
翔

太
が
、
お
ば
け
界
の
あ
れ
こ
れ
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
に
。

意
外
性
の
あ
る
設
定
の
中
で
、
ご
く
普
通

の
男
の
子
の
翔
太
が
思
い
が
け
な
い
活
躍
を

す
る
ハ
ー
ト
フ
ル
な
物
語
で
す
。
（
中
・
高

学
年
向
き
、
１
２
０
０
円
＋
税
）

◇

こ
こ
か
ら
は
、
高
学
年
お
よ
び
中
学
生
以

上
が
対
象
の
本
で
す
。

『
べ
ん
り
屋
、
寺
岡
の
秋
。
』
（
中
山
聖
子

・
作
、
文
研
出
版
）

美
舟
の
家

は
、
母
親
を

中
心
に
便
利

屋
を
開
業
し

て
い
て
、
売

れ
な
い
画
家

の
父
親
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
美
舟
も

戦
力
と
し
て
あ
て
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
し

前
に
開
店
し
た
ケ
ー
キ
屋
の
理
砂
さ
ん
か

ら
、
娘
の
す
み
れ
ち
ゃ
ん
の
保
育
園
の
運
動

会
に
家
族
と
し
て
参
加
し
て
ほ
し
い
と
の
依

頼
。
夫
は
亡
く
な
っ
て
い
て
、
理
砂
さ
ん
は

一
人
で
店
を
切
り
盛
り
し
て
お
り
、
実
家
と

も
断
絶
状
態
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
を

聞
い
た
べ
ん
り
屋
寺
岡
の
、
〝
お
せ
っ
か
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟
が
発
動
し
ま
す
。
５
年
生

民
話
の
世
界
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
設
定
の

中
で
、
お
ば
あ
さ
ん
の
寂
し
さ
、
あ
た
た
か

さ
が
胸
に
迫
り
ま
す
。
（
低
学
年
向
き
、
１

３
０
０
円
＋
税
）

『
シ
ル
ヴ
ィ
ー
ど
う
ぶ
つ
え
ん
へ
い
く
』

（
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ニ
ン
ガ
ム
作
、
谷
川
俊
太

郎
・
訳
、
Ｂ
Ｌ
出
版
）

あ
る
晩
、
寝
室
の

壁
に
ド
ア
を
見
つ
け

た
シ
ル
ヴ
ィ
ー
。
開

け
て
み
る
と
、
下
へ

降
り
る
階
段
が
あ

り
、
通
路
の
先
に
も

う
一
つ
ド
ア
が
。
そ

の
ド
ア
の
向
こ
う

は
、
な
ん
と
動
物
園

で
し
た
。
そ
の
夜
か
ら
シ
ル
ヴ
ィ
ー
は
、
動

物
た
ち
を
代
わ
る
代
わ
る
自
分
の
部
屋
に
連

れ
て
き
ま
す
。
小
さ
い
動
物
は
一
緒
に
ベ
ッ

ド
に
、
大
き
な
動
物
は
い
す
や
床
で
。
と
こ

ろ
が
あ
る
日
、
学
校
に
行
く
時
に
寝
室
の
ド

ア
を
閉
め
る
の
を
忘
れ
る
と
…
…
。

セ
ン
ダ
ッ
ク
の
『
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い

る
と
こ
ろ
』
を
思
い
出
さ
せ
る
設
定
で
、
日

本
の
家
屋
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
に
は
や
や
無

理
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
自
分
だ
け
の
世

界
へ
の
あ
こ
が
れ
は
万
国
共
通
で
し
ょ
う
。

（
低
学
年
向
き
、
１
５
０
０
円
＋
税
）

◇

次
は
、
低
学
年
か
ら
中
学
年
向
き
の
読
み

物
で
す
。

『
た
ぬ
き
が
く
る
よ
』
（
高
科
正
信
・
作
、

寺
門
孝
之
・
絵
、
Ｂ
Ｌ
出
版
）

１
年
生
の

わ
か
ば
を
め

ぐ
る
三
つ
の

話
で
で
き
て

い
て
、
ど
の

話
に
も
４
年

生
の
お
兄
ち

ゃ
ん
が
登
場
し
ま
す
。
表
題
作
の
「
た
ぬ
き

が
く
る
よ
」
は
、
わ
か
ば
の
怖
い
も
の
の

話
。
わ
か
ば
は
「
か
ち
か
ち
や
ま
」
の
絵
本

を
何
度
も
読
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
う
ち
、
背

中
に
火
を
つ
け
ら
れ
て
泥
船
ご
と
沈
ん
で
い

く
た
ぬ
き
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
な
く
な

り
、
「
た
ぬ
き
」
と
聞
い
た
だ
け
で
、
怖
い

お
、
か
こ
さ
と
し
と
い
っ
た
絵
本
作
家
も
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
こ
の
種

の
本
は
何
冊
か
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後
七
十

年
経
っ
た
今
こ
そ
語
ら
ね
ば
と
い
う
危
機
感

を
、
こ
の
２
冊
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◇

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
ジ
ャ
ン
ル
、
グ
レ
ー

ド
別
に
本
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は

絵
本
か
ら
。

『
た
び
す
る
お
や
ま
』
（
ほ
ん
ま
わ
か
・

作
、
文
研
出
版
）

ず
っ
と
町
の

人
々
を
見
守
っ

て
き
た
小
さ
な

お
や
ま
。
と
こ

ろ
が
近
頃
は
ゴ

ミ
を
捨
て
に
来

た
り
、
ト
ン
ネ

ル
を
掘
ろ
う
か
と
い
う
話
も
出
た
り
す
る
始

末
。
あ
る
夜
立
ち
上
が
っ
た
お
や
ま
は
、
そ

の
ま
ま
ず
ん
ず
ん
歩
き
だ
し
ま
す
。
「
い
る

の
が
当
た
り
前
」
な
存
在
が
、
そ
う
で
な
く

な
っ
た
時
に
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
。

親
し
み
や
す
い
絵
が
子
ど
も
た
ち
の
心
を
と

ら
え
、
な
ん
だ
か
身
に
覚
え
の
あ
る
物
語
と

し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
（
低
学
年
向
き
、
１
３
０
０
円
＋

税
）

『
さ
け
が
よ
ん
ひ
き
』
（
最
上
一
平
・
作
、

喜
湯
本
の
づ
み
・
絵
、
す
ず
き
出
版
）

一
人
暮
ら
し
の
お

ば
あ
さ
ん
。
畑
に
植

え
た
き
ゅ
う
り
や
ト

マ
ト
が
な
く
な
り
ま

す
。
た
ぬ
き
た
ち
の

し
わ
ざ
か
と
思
い
ま

す
が
、
怒
る
ど
こ
ろ

か
、
自
分
の
作
っ
た

野
菜
を
動
物
が
食
べ
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し

い
の
で
す
。
あ
る
日
の
夕
方
、
き
ゅ
う
り
や

ト
マ
ト
を
か
っ
ぱ
が
も
い
で
い
く
の
を
見
つ

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
畑
の
き

ゅ
う
り
や
ト
マ
ト
を
な
る
べ
く
残
す
よ
う
に

な
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
。
秋
も
深
ま
っ
た
あ
る

日
、
家
の
前
に
さ
け
が
４
ひ
き
お
い
て
あ
り

ま
し
た
。

今
年
は
戦
後
七
十
年
と
い
う
こ
と
で
、
子

ど
も
の
本
の
世
界
で
も
戦
争
に
関
わ
る
イ
ベ

ン
ト
が
組
ま
れ
た
り
、
そ
う
し
た
テ
ー
マ
の

本
が
出
さ
れ
た
り
と
い
う
こ
と
が
目
立
ち
ま

し
た
。
僕
自
身
も
９
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ

た
、
「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
」
の
作

者
あ
ま
ん
き
み
こ
さ
ん
と
、
那
須
正
幹
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
ま
し
た
。
那
須
さ
ん
は

「
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
」
シ
リ
ー
ズ
の
作
者
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
広
島
生
ま
れ

で
、
３
歳
で
被
爆
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
今

年
の
原
爆
の
日
の
前
日
、
８
月
５
日
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
午
後
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
さ
れ
、
当

時
の
話
や
原
爆
を
題
材
に
し
た
作
品
に
つ
い

て
語
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
お
聞
き
に
な
っ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
児
童
文
学
者
の
戦
争
体
験
を
集
め
た
２

冊
の
本
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
『
わ
た
し
が

子
ど
も
の
こ
ろ
戦
争
が
あ
っ
た
―
児
童
文
学

者
が
語
る
現
代
史
―
』
（
野
上
暁
編
、
理
論

社
）
と
『
子
ど
も
た
ち
へ
、
今
こ
そ
伝
え
る

戦
争
―
子
ど
も
の
本
の
作
家
た
ち
19
人
の
真

実
―
』
（
講

談

社

）

で

す
。
『
わ
た

し
が
～
』
で

は
、
前
記
の

あ

ま

ん

さ

ん
、
那
須
さ

ん
に
加
え
、
神
沢
利
子
、
森
山
京
、
三
木

卓
、
角
野
栄
子
、
三
田
村
信
行
、
岩
瀬
成
子

の
８
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
語
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
岩
瀬
成
子
さ
ん
は
戦
後
生
ま

れ
で
す
が
、
米
軍
基
地
の
あ
る
岩
国
に
生
ま

れ
、
今
も
お
住
ま
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
こ
う
し
た

本
に
登
場
し

て
こ
な
か
っ

た
森
山
京
さ

ん
や
角
野
栄

子
さ
ん
が
含

ま
れ
て
い
る

こ
と
も
印
象
的
で
し
た
。

『
子
ど
も
た
ち
へ
～
』
の
ほ
う
は
、
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
の
よ
う
に
19
人
の
書
き
手
が
登
場

し
ま
す
が
、
長
野
ヒ
デ
子
、
い
わ
む
ら
か
ず
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